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谷口 日中関係の現状を話し合うに際して、

皆様に、コーディネーターの私からのお願

いですが、バラ色の将来図をここですべて

忘れて、むしろ思い切りペシミストになっ

ていただきたいと思います。それぞれ持っ

ておられる懸念事項や心配事を全部並べて

みることで、議論もしやすくなると思うの

です。まず張さんからどうぞ。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

経済的な利益しかない話せない関係は問題

張 日本に来てわかったのは、日本の貧し

い人というのは、10年前の中国の中産階級

よりも、もっと豊かなんですね。ですから、

私たちが話している貧困の問題、あるいは

格差の問題というのは、同じ一つの問題で

はないわけです。ですから、産業化と言っ

ても、貧困と言っても、そこにまず違いが

あるということ。

もう1つ申し上げたいのは、もともと私

は数学をやっていまして、アジアの数学の

最も大きな問題は、計算能力が低かったこ

とです。そして、抽象力が低かったため、

公理を導くことができなかった。悲観的に

言えば、中日関係を見るときに、やっぱり

最低限必要な人間性の最も根本的な哲学的

なところからなかなか話ができていない、

もっぱら経済的な利益という点から話して
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日本側は、日中関係の問題点として中国の急成長にインフラが追いついていないこと、
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側は産業化は通らなければならない道であり、13億人の生活権の問題だと主張した。一
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懸念を表明した。FTAについては日本の農業問題が大きなネックになるだろうとの指摘が
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いるということに問題があると思っていま

す。

谷口 参院議員の林さんはいかがですか。

林 私は仕事柄、ペシミストではやってい

けないです。そんなことではすぐ落選して

しまいますので、谷口さんの指示に戸惑っ

ておりますが、問題点をまずきちっと洗い

出すという観点で言わせていただきます。

よく言われることですが、宗教や文化的

な共通の基盤がないという点については、

日中に関してはあまりヨーロッパほど、例

えば宗教の問題なんかは強い思い入れがそ

もそもないのではないかなと。それをもっ

とアジアまで広げますと、いろいろ宗教の

問題はあると思いますが…。

ひとつ申し上げたいのは、国有企業の問

題です。北京へ行ったときに、いろいろ聞

いた話では、国有企業にお勤めの方が大体

6000万人ぐらいいる。この方々を今からど

うするんだろうと。かなり長い年月をかけ

て徐々に減らしていくということしか私は

思いつかないんですが、一度にこれを減ら

すというのはなかなか厳しいものがあるな

と思います。

もう1つは日本の農業問題。FTA（自由

貿易協定）の問題を今からやっていくとき

に、結局、日本がこの問題をクリアしない

と、なかなか重い荷物を背負って、競争は

できないのではないか。ここを我が国とし

てはどうしていくのか。

谷口 塩田さん、官僚の立場で一番困って

いることは。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

中国経済成長に伴う資源制約リスク、

どう考えるか

塩田 私から、あえて多少リスク的な要因

として申し上げたいのは、中国が非常な勢

日中の新たな可能性を探る
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いで成長して、その成長余力は非常に大き

いと思うんですが、他方で、それに見合う

だけのリソースというか、資源や環境をど

うマネージしていくのか、いろいろな問題

がそろそろ出てくるのかなと思っています。

この夏からでも、中国の一部の地域で電

力不足の問題が生じた。環境問題は、過去

にそうした苦い経験をしている国からする

と、当然生じてくるはずで、これをどうや

って回避するか。エネルギーの関係で言う

と、ガソリンというのが非常に大量に今か

ら必要になってくるはずで、これをどうい

う形で手当をしてくるのか。そういった成

長に伴う制約の要因があるのでは、と思っ

ております。

谷口 経済だけでなく何でも出していただ

きたいと思います。劉さんどうぞ。

劉 中日間の経済の将来を考えるにあたっ

て、私は慎重な悲観主義者だと思っていま

す。中日間の経済協力の発展を考える上

で、いろいろな困難や問題を我々は直視を

しなければいけないと思うんです。あまり

理想主義に走ってはいけない、むしろ慎重

さも必要だと思います。と同時に、我々に

は責任が必要だという点にも賛同します。

中日関係の発展のために何らかのことをし

ようではないかということを訴えたいと思

います。

谷口 それでは、加藤さん。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

人口減が見えている日本、

外国人受け入れに柔軟姿勢を

加藤 私は18年前にマニラにおりました。

そのころはマニラから帰ってくるときのフ

ィリピンからのお土産は1000円のラコステ

のポロシャツでした。かなりいいものが

1000円で買えるのでたくさん買ってきたん

ですが、最近、フィリピンに行って帰って

きた友人の話を聞きますと、フィリピンで

は中国製のポロシャツがスーパーで出回っ

ている。中国経済が発展する中で、アジア

のほかの国、特にフィリピンとかインドネ

シア、ベトナムといった国々と中国との分

業や、共存共栄できるような仕組みという

ものをアジア全体でどういうふうに考えて

いくかが非常に大きな課題だと思います。

日本の課題ということで、もう一つ申し

上げたい。その友人によると、フィリピン

とのFTAの関係で、フィリピンのナーシ

ングケア、介護関係の人材が非常に優秀な

人がたくさんおり、そういう人たちを日本

に入れることが、お互いの利益にかなうこ

となのに、今、それが非常に厚い壁に阻ま

れて実現しない、という。日本は、日本人

116688

第二回アジアシンポジウム＜第2セッション＞

Ya Liu



と外国人の垣根を低くすることをもう少し

思い切って考えるべきでしょう。日本の将

来を考えた場合、人口が減っていくことが

大前提としてあるため、日本の課題とし

て、外国人受け入れの問題をもう少し真剣

に取り組む必要があるのではないかと考え

ております。

谷口 馬さん、お願いします。

馬 中日関係について私は非常に楽観主義

です。悲観的な考え方を持っておりませ

ん。中日両国が非常によい友人、そして、

隣国になると確信しております。しかし、

いい友人、いい隣国というのは、矛盾がな

い、問題ないということではありません。

摩擦もあります。例えば一番好きな女性、

妻であっても、その関係は同じように問題

や矛盾、摩擦もあります。

その点で、日中両国の間には、問題が4

つあるかと思います。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

短期で解決できる問題、

困難な問題など峻別を

1つは、非常に重要な問題で、短期間に

は解決できない問題。例えば尖閣諸島の問

題ですね。中国にしても、日本にしても、

この問題を解決できるような政治家はまだ

あらわれておりません。中国では　小平氏

がおりましたが、日本を訪問したときに、

次の世代にそれを任せようと言いました。

この問題は解決しないということではなく、

その問題が両国の関係を阻むような問題に

はなってほしくないので、棚上げして、将

来の人に解決してもらうということです。

2つ目の問題は、解決できる問題だが、

さまざまな原因によって、あまりよく解決

できていない問題があります。例えば歴史

の問題、靖国の問題、台湾問題です。

3つ目は突発的な事件。最近何件かあり

ました。例えば西北大学、西安で留学生が

学園祭のときに起こした事件や、日本の代

表団が珠海に来た際の買春問題もありまし

た。それから、北朝鮮の人が瀋陽の日本総

領事館に突入した事件もあります。こうい

う事件が起きた場合、解決に向け冷静に努

力し、それを深刻な問題に発展させないよ

うにしなければなりません。

4つ目の問題は、日常的な経済の交流の

中で起きた摩擦です。例えば日本が非常に

関心を持っている知的所有権の問題。中国

の企業が日本の知的所有権を侵害したりす

ることがあります。中日双方が双方の製品

に対してアンチダンピングということを起

こしておりますが、このような摩擦や問題

は自然な現象です。やはり事前に意思疎通

のメカニズムをつくる必要があるかと思い

日中の新たな可能性を探る
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ます。

谷口 続いて、安斎さん、どうぞ。

安斎 司会の谷口さんの設定で、気になる

のは、ペシミスティックに、という表現な

んですね。こういう考えを前提に話をして

いたら人類は多分、発展しない。チャレン

ジングなことと言いかえるべきだと思いま

す。

谷口 わかりました。直ちに言いかえまし

ょう。チャレンジングなことはいかが。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

中国は中華思想を控えめに、

日本は島国根性捨てる

安斎 中国に対して限りない興味を持って

きたのもチャレンジングだからです。我々

がこれから先一番注意しなければいけない

のは、関係が深まれば深まるほどいろいろ

な問題が出てくるということ。今、馬さん

が見事な解決の分類をしてくれましたが、

そのとおりだと私も思います。解決困難だ

と、悲観的な考えを持つ必要はないと思い

ます。

願わくば、私は中国と日本がそれぞれち

ょっと注意した方が良いと思うのは、中国

の人たちには中華思想を少し控えめにお持

ちいただいた方がいいということ、それに

対し日本人は島国根性を捨てた方がいい、

ということです。

それから、中日双方が漢字の簡略化の過

程を全く違う方向をとってしまったために、

お互いの理解度合いが非常に弱くなってし

まったということがあります。今やコンピ

ューター、パソコンが使える時代で、幾ら

難しい漢字でも出てきますし、読み書きも

簡単な時代です。できれば従来の日中に共

通する漢字を復活、文化の復活というのを

提案として出させていただきます。

谷口 予想どおり、相互にそれぞれ接点の

ないような問題も含め、たくさん出てまい

りましたが、全く接点がないわけでないと

思います。

例えばアジアとの間の産業の配置、分業

の関係がどうなるのか、それから資源の消

費の問題、これらはいずれも強引にくくり

ますと、中国という大きなクジラのような

経済が限られた池の中にドボンと入ってく

るような姿を想像させます。もっと言って

しまうと、中国の秩序攪乱者としての性格

です。この辺について中国の方がどう思っ

ているのか、アジアの国々と仲よくしま

す、というだけでは、現実とはギャップが

出てまいりますので、ぜひ聞いてみたいと

ころです。

しかし、その前に、パネラーの方々への

質問がフロアから来ています。歴史に関す

る質問が多いですね。まず、靖国問題、林

さんに伺いますという質問です。総理大臣

が靖国神社に行く限り、なかなかうまくい

かないだろうと。一体、靖国参拝というも

のを自民党の若手政治家である林さんはど

う考えているんだと。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

靖国問題などで日中は「政冷経熱」？

林 先週も北京へ行ってきまして、まさに

馬さんがおっしゃった靖国神社と西安と珠

海の3つで、今年は「政冷経熱」だという
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言葉を聞きました。

しからば、その3つの中で順番をつける

とどうだと言ったら、圧倒的に靖国だと。

国としてやっている靖国の問題とは全く違

うんだと。ほとんどの方がそう言っていま

した。日中友好でいろいろとやられている

方の中での話ですから、そこ以外のところ

ではもっとすごいのではないかと思いまし

た。

靖国の問題については分祀するしかない

のではないか、というのが私の答えです。

私自身は今42歳で、実感として靖国に祭ら

れている人の感覚というのがわからないの

です。もしここで自衛隊の方々がイラクに

行かれて、また、この間2人のイラク在住

外交官がお亡くなりになって、その方々に

失礼ながら靖国神社におられると考えた場

合、もっと実感が自分としてわくのではな

いかと思います。つまり、そうした一般の

方々のために一国の代表の方がそこに行く

んだと、我が方はそういう気持ちで行って

いる。しかし、同時にA級も含めて戦争犯

罪の方がいるではないか、と中国から言わ

れると、ここはどうしてもミゾが埋まらな

い。

先ほど、日中でそんなに違わないじゃな

いかと申し上げた宗教観の中で、違うとこ

ろは、死者は仏になるというのが我が方の

文化で、革命の前の王の墓を暴くという中

国の文化、ここはなかなか生活実感的なレ

ベルまで行っても相容れないところがあり

ます。ですから、最終的には私はこの靖国

神社の問題は分祀という形で将来的に解決

を図っていくしかないのでないかと、思っ

ております。

谷口 いまの点に関する感想も含め、馬さ

んいかがですか。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

領土や歴史の問題は棚上げしにくい

馬 ものによっては棚上げできない事柄も

あります。領土というのはやっぱり棚上げ

日中の新たな可能性を探る
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できないでしょう。歴史の問題もなかなか

棚上げしにくいと思います。

西北大学の例ですが、西北大学の3人の

留学生と先生は、あまり文明的でないパフ

ォーマンスをやったわけですね。本来はそ

んなに厳しい問題でありません。ちょっと

みんなで笑おうや、みたいなことだったの

でしょう。それがなぜか数千人の学生がデ

モする事柄に発展した。これはやっぱり中

日双方の政治家、あるいは友好に関心を持

っている人たちが深く考えるべき問題だと

思うのです。なぜ、こういう小さな問題が

とんでもない問題になったのかということ

です。やっぱり、その背景を考えざるを得

ません。

恐らく1つは、中日がらみで、いろいろ

な事柄が続いて起こったということ。西北

大学の少し前に、珠海事件が起きているほ

か、その前に、いろいろ中日間に政治的な

問題がありました。もちろんほかの問題も

排除できません。例えばデモに入った人た

ちには、学生だけではなくて、一部の市民

もいました。そうなりますと、市民の中に

はレイオフで失業している、そういうこと

に対する不満をぶつけているのもいるでし

ょう。いずれにしろ、中日の政治家、ある

いはいろいろな人が深く考えるべき問題だ

と思うんです。

谷口 張さん、中国が伸びることによって

アジアの中の資源配置がいびつになるとか、

エネルギーの需給がいびつになるのではな

いか、中国が大きくなり過ぎると、周辺が

言ってみれば近隣窮乏化のようなことにな

ってしまわないかといった懸念が出ていま

すが、この辺は、中国の中ではどう議論さ

れていますか。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

所得格差の問題は

産業化で通らねばならない道

張 まず、所得分配からいきますと、これ

をめぐっては確かに悲観的な意見が多いで

す。中国はここ数年、経済の急速な成長に

つれ問題もありました。所得格差はその1

つで、既に0.4を超えて、世界的に見て比

較的危険要因とみなされています。ここ数

年、中国経済に圧力をもたらしている要因

で、都市と農村の所得格差の問題にあらわ

れております。

なぜ中国にこうした大規模な経済的な動

きがあらわれているかといえば、それは周

辺諸国との問題ではなくて、中国自身の産

業化に伴う問題です。

産業化の意味は何かと言えば、それはい
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かにして農村の労働力を都市に持ってくる

か、より近代化された産業部門に持ってく

るかということです。これは中国の所得格

差を解決するやり方なわけであります。物

的なレベルを上げることによって、徐々に

一国の経済を高度成長に持っていけるとい

う考え方でして、従って中国が今、大きな

蓄積をしているというのは、もともとの基

数が大きいもので、動き始めれば結果的に

周辺諸国に対する影響も非常に大きくなる

のです。

しかし、それは、とにかく継続的な発展

のために通らなければいけない道です。そ

れを経ることによって産業化ができ、農業

問題も解決できる。さらに所得分配の問題

も解決できる道だということです。そうで

なければ、周辺諸国に対する影響はもっと

大きいと言わざるを得ません。

谷口 張さんのお話は今、とにかく中国が

成長して、中国国内の分配問題をもう少し

何とかしないと、ひいては国外にも影響を

及ぼすという見解だったと思います。しか

し、表面を見る限り、投資をひとり占めし

ているような格好もあります。周辺のアジ

ア諸国との関係からは、中国はこれからど

んなふうに見えていくのでしょうか。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

中国の周辺諸国への問題、

市場メカニズムで解決を

加藤 アジアの国々の発展段階もかなり違

いがあります。例えばシンガポール、香港、

韓国を一方の軸として、あとタイがあり、

マレーシアがあり、フィリピン、インドネ

シア、ベトナム、ミャンマー云々とあるわ

けですから、中国経済によって影響を受け

る中身も、アジアの国で一様ではないと思

います。やはり基本的にはマーケットメカ

ニズムで解決していくのが一番いい方向だ

ろうと思うのです。

マーケットメカニズムということで、申

し上げられることは、1つは為替レート調

整。アジア通貨危機後、アジアの国は管理

フロート制度下にありますが、為替相場制

度の柔軟性を取り入れてきております。

中国でも資本の蓄積が進むと、アジアの国

に資本を投資するというニーズが当然出て

きます。だから、そういった対外資本取引

の面でも段階的な自由化、それにマーケッ

トメカニズムがきちんと働くような仕組み

の中で分業体制を考えていくのが、一番理

屈に合った行き方ではないかなと思います。

谷口 よい機会ですから、通貨問題に触れ

ようと思います。ご承知のとおり、今、人

民元の問題は大きな問題、関心の対象にな

っています。同時に、金融危機回避のため、

日中の新たな可能性を探る
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アジアで債券市場をつくるといったアイデ

アもこのところ出ています。これらは最終

的にはどんな姿を目指したものなのかを、

安斎さん、加藤さんにご説明いただき、劉

さんからのレスポンスをいただこうかなと

思います。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

東アジア経済は

地域統合の過程に入った

安斎 東アジアというか、中国、日本を中

心とした東アジア経済はもう統合の過程に

入ってきましたね。これが、この地域内で

貿易がどんどん広がって、しかもそれぞれ

の通貨でもいいですし、あるいは統一通貨

でもいいですけれども、それによって、い

ろいろな取引決済が行われる限りは、その

ほかの通貨との為替レートの影響の度合い

はどんどん軽減していくのです。私は、そ

ういう過程にもう入ろうとしている、と思

っているのです。

ですから、先般、中国と日本の中央銀行

同士が行った通貨スワップもその1つです。

この通貨スワップは、ドルの貸し借りでは

なく、お互いの通貨の貸し借りの契約で

す。人民元と日本円とのスワップ協定で、

これはもう画期的な第一歩です。日本銀行

と人民銀行という中央銀行の間でできまし

たが、このこと自体、いよいよ統合に備え

た動きに入っているからだと思います。日

本銀行の北京事務所開設も、相当深みのあ

る情報交換の拠点になっていくと思います。

ですから、債券市場の話も、域内で余った

金を融通し合う、そういうものをつくる基

盤づくりが動き出したと理解しています。

日本の地方銀行は預金が余っています。

貸し出しよりも預金の方が多い。それを中

央に回すという動きを長い間、してきまし

た。これは中国の人にとってはなぜこうい

う状態になったか、理解できません。一般

的には閉鎖経済であれば、預金と貸し出し

はほぼバランスするのです。

ところが、日本だけはまったく違ってい

る。日本は地方経済のために、ご承知のよ

うに、高い米を我々は買ってきて、生産農

家の保護のために米代金の形でさし上げて

地方に回してきた。また、公共事業でも地

方に財政資金を回した。交付税交付金の形

でも地方に回しました。こういう格好で、

地方と中央との所得格差を、日本人特有の

平等主義という考え方で補ってきたのです。

世界でもまれなる平等経済なのです。今や

地方にキツネが走るような高速道路をつく

るところまで来ているのです。
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

格差是正のためには

沿海州利益の地方還元方法を

一方、中国は発展できるところは発展さ

せようという考え方で来ました。無理して

発展できないところに金を回すことをして

こなかったのです。このことが先ほどから

言っている地方と沿海州、中西部との所得

格差などの経済格差の問題なのです。です

から、日本人が中国を見ると、こんな格差

の大きいところで、よくもつと思う。だか

ら、日本の官僚が中国に行って、政策面で

サジェストするのはすぐこの金を回すシス

テムなのです。

しかし、日本は今や地方に回していくと

いう、このシステムが大変な負担になって

しまっています。税金を回すことがうまく

いかなくなったのは、相当以前からです

が、それにしても国債の大量発行をして、

地方に資金を回していくことを続けてきた。

国債の巨額増加もこういうことから来てい

るのですが、今やこれに耐えられなくなっ

てしまった。

中国はちゃんと日本の状況を知っている

はずだと思いますが、中国もそれではとい

って、沿海州だけをどんどん発展させるこ

とで大丈夫かというと、そうではないと思

うのです。ですから、私は人口の移動の自

由をどういう形かで保障しつつ、地方に対

して、沿海州で得た利益を何らかの形で還

元する方法を考えていかないといけない。

ただし、これを政治的に資金をどかっと持

っていったら、日本の二の舞になってしま

う。

谷口 今、日本も中国も事実上のドル圏に

あるわけですが、20年ぐらい先を仮に見通

してみたとして、加藤さん、アジアにおけ

る国際通貨制度とか、体制というか、どん

な姿になっていくとお考えですか。

日中の新たな可能性を探る
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

アジア債券市場には

金融インフラ整備が必要

加藤 債券市場の方の話から始めましょう。

確かにアジアは、高度成長の可能性を秘め

た地域で、投資機会は非常に豊かだと思い

ます。しかもアジア地域内の貯蓄率も高い

ので、アジアの貯蓄をアジア債券市場など

を通じて運用するのは方向性として非常に

正しい。

ただ、日本の機関投資家がいま、例えば

アジアのほかのイマージングマーケットの

株なり債券に投資するかというと、やはり

二の足を踏む。1つは為替リスクをヘッジ

する手段がまだ整備されていないこと。そ

の投資対象の実際の財務上の中身がどうな

のかというのがよくわからない、といった

ようなことがあるためです。

したがって、債券市場を育てていくため

には、もう少し格付とか決済とか、それぞ

れの国の会計基準とかいった金融インフラ

を整備していく必要があります。

為替リスクのヘッジも重要な手段だと思

います。そういったことを整備していきま

すと、お互いの国の通貨、ドルを介さない

で、例えば円とタイバーツの直接の取引が

ふえていくと思いますが、そうなってくる

と、お互いの間の為替の変動幅を制限して

いくことも非常にニーズが高くなってくる

のだろうと思います。だから、将来のアジ

アにおける通貨制度の協力作業をだんだん

積み重ねていくことによって、輪郭がだん

だんはっきり具体的なものになってくるの

ではないか、と考えております。

谷口 では、劉さん、お願いいたします。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

中国からみれば統一通貨は理想だが

時期尚早

劉 どのようなモデルをもってアジアの通

貨協力体制をつくるかということですが、

最終的には、そして最も合理的なモデルは

唯一の通貨をつくるということです。この

ような目標を達成すれば、アジアの国々が

1つの中央銀行しかないということになり

ます。投資家にとっては、投資リスク、投

資収益は、アジアのどの国においても唯一

の通貨をもって決済することができます。

輸出入貿易は1つの通貨で決済をすれば非

常にわかりやすく、外貨のリスクが存在し

なくなります。

しかしアジアに統一通貨をつくるのは非

常に難しいことです。よく考える必要があ

るかと思います。

通貨の安定メカニズムをつくることは非

常に重要であります。現在は幾つかの通貨

があります。レートが非常に安定していれ

ば、そして、国と国との間でそれが安定す

るような協力メカニズムをつくっていけば

非常に有益であると思います。まず各国が

自分の国内のことをよくし、レートを安定

させること。そして、万が一危機が起こっ

た場合、ほかの国々は協力してそれに干渉

するということです。

ですから、日中間に今回のようなスワッ

プ体制をつくることは非常に意義があると

思います。協力の基本的な条件が整うとい
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うことです。アジアの通貨について協力体

制をつくるのであれば、まずそれぞれのレ

ートを安定させるような体制をつくる。そ

れがまず先決条件であると思っております。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

中国がアジア通貨問題で役割を、

との意識変化は重要

林 私は国会へ来て9年目になるのですが、

この9年間で、随分、アジア通貨をめぐる

状況が変わってきたと思います。最初のこ

ろ、通貨統合を含めてヨーロッパみたいな

ことをできないのかと国会質問したことが

ありますが、政府の答弁は、ゼロ回答で、

そんなことはできっこないという感じでし

た。それから1997年に通貨危機があり、そ

の後、日本がAMF（アジア通貨基金）構

想というのを出したら、反対論が出てだめ

になった。しかし、その後、二国間で通貨

スワップするチェンマイイニシアチブを出

したら、うまくいった。米国に反対をされ

なかったことがうまくいった理由だと言わ

れております。

しかし、私は、中国のスタンスが大きく

変わったことが、チェンマイイニシアチブ

がうまくいった大きな理由ではないかと思

っています。通貨危機があって、その回避

の必要性を中国が感じ始めたということ、

中国が自分たちのことだけではなくて、ア

ジア地域のために積極的な役割を果たして

いこうというスタンスの変化があったこと

でしょう。

こうした変化がこの短い間に起こってき

ており、まだまだ先のことかもしれません

が、フランがユーロになったようなことを

人民元にも考えていただく方向が出てくる

のではないか。長いプロセスでありますが、

私が生きている間に何とかしたいと思って

おります。

谷口 人民元の話に触れさせてください。

中国はWTO（世界貿易機構）に加盟し、

IMF（国際通貨基金）の8条国になって、

いずれは経常取引だけではない、資本取引

のところの自由化も、せざるを得ないわけ

ですね。そのスケジュールはどんなふうで

しょうか。

馬 タイムテーブルは政府がやることです

ので、私は為替レートの問題についてちょ

っと補充したいと思います。

為替レートの問題は、中国にとっては2

つ問題がありまして、1つはレートの制度

の改革ですね、外貨制度の改革。もう1つ

は外貨のレートの決定。

この2つは別個に討論すべきものだと思

いまして、為替制度の改革があって、もと

もと管理された変動レートと言われていた

日中の新たな可能性を探る
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のですが、その変動幅が広がる。それが非

常に重要な命題であります。経済学会でも

多くの人が考えていまして、変動幅を広げ

ることは徐々に行われるべきだ。それにお

いてモンデール33条に適合すると言ってお

ります。QFI、QTIなどが強まった後、資

本取引の流動性が強まるだろうと考えてお

ります。

それから、中国独自の通貨政策がありま

して、固定レートは中国の現状に余り合い

ません。従って管理された変動性は将来一

層推進されるでしょう。そして将来的にそ

の変動レートが大きくなると思います。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

人民元レートの制度改革は

いずれ必要に

もう一つ、為替レートが高いか、低いか

ということは、レートの制度改革というこ

とになりますと、まず人民元が上がる、下

がるという問題が出てきますけれども、理

論的に言えばPPP（購買力平価）で決まる

べきですね。

人民元の経常取引、資本取引は今決めら

れるタイムテーブルはありません。それは

経済の法則に合わないわけです。

なぜかといいますと、問題が2つありま

す。1つは、一国の通貨が経常取引、資本

取引において完全に自由化することは通貨

が国際化することであり、日本の皆様は日

本円の国際化の過程を経てきたわけです。

私が知っている状況では、日本の経済界は

日本円の国際化をあまり望んでいませんで

した。それは中国と同じです。

1つの国の通貨を国際化するには、その

ために経常取引、資本取引における兌換を

実現しなければなりません。その国の経

済、金融のレベルが相当の高いところまで

上がっていなければいけないわけです。ア

ジアの金融危機のときに、中国がそれにう

まく対応できたのは、能力があったからで

はなくて、制度的な枠組みがあったからで

す。

つまり、人民元は兌換をしていなかった

からです。そうでなかったら、中国の金融

市場の容量は大きくないですから、国際的

な投機資本が入ってきたらば、耐えられな

かったでしょう。

谷口 当面、FTAという課題が目の前に

あります。ここでFTAのような新たな秩

序づくりを進めていく上で、日本と中国、

それぞれ政策決定プロセスには違いがあり

ますね。日本が後手後手に回っているよう

に見えるわけですが、政策決定の競争力と

いう概念をあえて持ち出しますと、日本は

この点、何とかよくしていくことはできそ

うでしょうか。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

難しい衆人監視下でのFTA交渉

塩田 なかなか難しい問題設定ですが、

FTAを進めるというのは、別に農業だけ

の問題ではなくて、すべての国内の産業と

相手国の産業との間でどういうような国際

分業を進めていくかという問題ですから、

そのときに国内の政治的な意思決定をどう

するかはそれぞれの国のやり方があると思

います。
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私自身は担当の職にはないですけれど、

実際、FTAを担当しているセクションの

一部として考えると、後手に回っているよ

うに対応しているわけではなくて、FTA

を進めながら国際分業体制とか国内の構造

改革であるとか、より全体的な経済の構成

を上げていくという観点からFTAが重要

だと考えており、その観点から精いっぱい

進めていきたいという意向なのです。

それをどういうふうに進めていけるかと

いうこと自身が、これは国内だけで決まら

ずに、外からも、特に相手国があるわけで

すから、相手国との間で進めていくという

ので、非常に透明性の高い、衆人環視の中

で進められていくプロセスでありますので、

その中でいろいろなことを国内、国外言わ

れながら進めていく。愚直ではあるかもし

れませんけれども、最終的に成果が成り立

つように進めていくのが我々の役目なのか

なと思っています。

谷口 林さん、やはり選挙区に戻ると、農

業というのも大きいわけですね。どこかで

政治家の指導力は必要なわけですが。

林 ちょっと奇妙に聞こえるかもしれませ

んが、私は、早く経済を立て直して財政赤

字を減らすことが、これに非常に寄与する

と思っています。農家を見殺しにしてFTA

をやるというようなことはどこの国もやっ

ていないわけでありまして、ヨーロッパが

特にやっていたのがデカップリングといい

ますが、所得補償をするのです。

所得補償をして、そしてFTAをやる。

これがヨーロッパのスタンダードな考え方

でありまして、ただ、なぜこれをすぐでき

ないのかといいますと、そんなたくさんお

金が今の財政事情の下で、ないよねという

ことだろうと。

その辺を今までは関税で壁を高くして、

関税というのはお金も入ってきますから、

それでやっていたという非常にレベニュ

ー・ニュートラルな政策だったわけです。

この間、タイの国会議員の方と話す機会

がありましたが、一致したのは、100％を

目指していてはできない。そもそも100％

のものができるのなら、WTOだけで足り

るのであって、そこがだめなのでFTAに

なっている。バイでやることを考えると、

70点でも80点でもいいから、まずやってみ

て、いいことの方が悪いことより多いので

すよということを知ってもらうことが非常

に大事だと思います。

谷口 最初に塩田さんが提起された中のエ

ネルギー消費の問題ですね。我々、日本人

の間で今、寄るとさわると、中国人がこれ

日中の新たな可能性を探る
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から車をどんどん買ったらどうなるのだろ

うね、みたいな話出るわけです。中国側の

議論の一端をご紹介いただけますか。馬さ

ん。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

中国13億人には生活向上要求あり

日本も理解を

馬 中国はこの20年来、世界で人口政策を

最も厳しく実施してきた国だと思います。

しかし、どうしようもないですね。それで

も13億の人口を持っております。人権とい

う問題をやはり言わなければいけませんの

で、13億の人々の生活権などを考えなけれ

ばなりません。お金があれば、やはり車を

買おうということになります。それを制限

することはできません。13億の人がいい住

宅に住んで、車も買いたいということです

ね。

中国は発展しなければなりません。13億

の人権問題です。同時に、やはり持続可能

な発展を実施していかなければなりません。

地球の資源をもっと合理的に使っていかな

ければなりません。そして、ともによい生

活環境をつくっていかなければなりません。

自然との関係を調和していかなければなり

ません。日本の皆さんはあまり焦らないで

その状況を見てください。

谷口 焦りはしないのですけれども、やは

り心配なのですが。

馬 谷口先生にお聞きしたいのですが、す

べての面で悲観的なような感じがします。

何を心配していらっしゃるのでしょうか。

谷口 私はジャーナリストという立場上、

職業的なペシミストですので、もっと聞き

にくいことを僕が代表質問させていただき

ます。

台湾問題です。どうも小さな台湾が大き

な中国にいじめられているみたいに見える

場合があると、何らか台湾に同情したいな

という気持ちになる人もいるのだと思いま

す。その点、中国側の方からお答えをいた

だけますか。

劉 台湾問題につきましては非常に簡単で

す。台湾が中国の領土であって、切り離す

ことのできない一部であると思っていれば、

この問題は非常に簡単です。そして、中国

の人々は独立あるいは分裂という考え方に

非常に反対しています。

谷口 わかりました。セッションの性格

上、問題をばあっと丸投げしてテーブルに

広げたという格好になってしまいましたが、

割に忌憚のない議論ができたのではないか

と思います。ありがとうございました。
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